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（公財）ふるさと鳥取県定住機構
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詳細・お申込み   ▶

新町商店街（鳥取県鳥取市）

Plus Story

アカデミー
プラスト ーーリ

Academy
2022

8 27 (sat.) Zoom
開催

13:00-15:00

人生という名のストーリーにマイナスはない。

　

4 ～暮らしと文化をどう作るか～

「視点を変えて地域を見る②」



講師

村瀬　謙介 さん

（小取舎 代表）

1978 年鳥取県生まれ。小取舎代表。
大阪で書店勤務など、さまざまな仕事を経て帰郷。
鳥取県内の情報を扱うフリーマガジンの営業、
企画、制作を 10 年にわたり行う。
バー経営、鳥取大学地域連携コーディネーターと
して勤務したのち、出版社   小取舎を設立。 　

通年コース

単発コース

2022 年 5 月～ 2023 年 3 月までの講座を受講するコースです。
こちらのコースにお申込みいただくと、講座の日程と予定が
合わずに欠席した場合もアーカイブ動画を共有させていただ
きます。また、途中申し込みでも終了講座（※一部除く）の共有
が可能なおすすめコースです。

毎回ではなく、興味のあるテーマの時や都合の良い日だけ受講できるコースです。

おすすめ！

next
s to ry

9/24 (sat.) 13:00-16:00

「いろいろな働き方を知る」
～企業就職・農林漁業編～

セミナー特別授業

9/14(wed.) 20 :00-21:00

「突撃！隣の鳥取の人」
～大山町編～

「視点を変えて地域を見る②」
～暮らしと文化をどう作るか～

8 27 (sat.) セミナー

Plus Story Academy 2022 参加コース紹介

※イベントの開催は、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて変更となる場合があります 

自然の多い環境で過ごしたい。というのは移住したい方の多くの理由でしょう。しかし、移住した人たちは、きっかけを
聞かれた時に「縁」だと答える方が多いように思います。鳥取を楽しむ方法は、既に作られた施設や観光スポットを知る
ことではなく、住んでいる人の暮らし方を学び、のちに自分が当事者となることだと考えます。
この回では、面白いことをやっている地元民や移住者の先輩たちの、日々の暮らしを豊かにする事例を紹介し、鳥取の
暮らしを自分なりに楽しくするヒントをお伝えします。

─あの時代、鳥取で何が起こっていたのか─
1978 年から 1998 年にかけて、鳥取市内を中心に発行されてきたタウン誌『スペース』。
このタウン誌のユニークな特徴は、その初期における出版のメンバーが、出版に関する
全くの素人 ( 県庁職員や商店街の若者、学生などが含まれる ) で構成されていた点である。
本書は、このタウン誌『スペース』がもつ地域資料としての可能性を再発見するとともに、
近年、話題となっている「マイクロ・パブリッシュ」への先駆けとしての意義について
考察を試みるものである。

街を見る方法 ─『まちの本 スペース』とその時代─    発行：小取舎

年間予定はこちら


